
黄
道
周
注
断

「
広
名
将
伝
」

一
、
問
題
点
の
所
在

黄

道

局

の

に

二

十

巻

が

あ

る

。

道

光

一

年
刊
本
が
、
情
の
潜
仕
成
斡
伯
鎚
叢
書
い
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
崇
禎
十
六
年
利
吋
伝
い
(
吋
新
銭
高
刀
批
詳
註
総
断
広

名
将
持
む
と
い
う
十
時
本
も
流
布
し
て
い
る
。
こ
の
間
警
は
、
は

た
し
て
間
一
本
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
本
な
の
か
。
吋
広
名
将
~
と

ま
た
は
吋
広
百
将
伝
い
を
、
黄
道
路
は
何
の
た
め
に
著
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
点
を
解
明
し
て
み
た
い
G

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
吋
広
名
将
伝
い
は
、
孟
泳
点
校
・
番
目
文
献

出
版
社
一
九
八
六
年
十
一
月
発
行
本
を
、
叫
ん
仏
百
将
伝
〕
は
、
崇
禎

十
六
年
刊
十
冊
線
装
本
(
個
人
蔵
)
を
使
用
す
る
D

一
一
、
吋
広
名
将
伝
い
と
門
広
吉
将
伝
』

番
目
文
献
出
版
社
本

の
出
版
説
明
に
次
の
よ
う
な

考

可、VJS

示日

治

寸吋
J

P

付
V
B

解
説
文
が
あ
る
。

コ
広
名
将
伝
一
は
明
末
の
著
名
な
学
者
、
大
臣
の
黄
道
局
が
波

留
し
た
も
の
で
あ
丹
、
す
な
わ
ち
宋
人
の
張
殻
の
撰
吉
凶
将
伝
い
を
、

棟
一
冗
棄
が
一
…
.
名
将
伝
}
に
改
編
し
、
こ
れ
を
基
に
作
っ
た
増
広
輯
評

本
で
あ
る
。
本
金
一
間
は
史
書
の
法
記
か
ら
、
毘
か
ら
明
ま
で
の
歴
代
名

将
百
七
十
数
人
を
選
ん
で
記
録
し
、
そ
の
事
跡
を
述
べ
、
そ
の
功
過

を
許
し
、
そ
の
作
戦
の
得
失
を
考
究
し
、
韻
文
の
断
資
を
加
え
た
も

の
で
、
読
者
を
啓
発
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
c

こ
れ
は
古
代
の
寧
事
を

理
解
す
る
た
め
の
生
き
生
き
と
し
た
入
門
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

清
代
と
民
間
に
霊
刊
霊
印
さ
れ
た
が
、
と
も
に
点
校
を
経
て
お
ら
ず
、

ま
ま
錯
設
が
あ
り
、
関
読
に
不
授
で
あ
る
3

今
、
一
五
泳
用
志
が
点
校

を
加
え
、
史
書
に
異
向
の
あ
る
と
こ
ろ
や
文
章
の
繋
が
ら
な
い
と
こ

ろ
を
個
別
に
F

訂
正
し
、
重
排
印
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
の
手
助

け
と
な
る
こ
と
を
拐
す
も
の
で
あ
る
c

原
文
に
は
出
庶
民
蜂
起
に
対
す

る
毎
蔑
的
な
呼
称
が
あ
号
、
読
者
は
注
意
を
要
す
る
2

点
校
は
道
光
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刊
本
に
依
拠
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
発
行
し
た
一
九
一
一
一
七
年
商
務
印
書

館
排
印
本
を
参
考
に
し
た
。
」

こ
の
解
説
文
に
拠
れ
ば
、
宋
人
の
張
預
撰
吋
十
日
将
伝
」
が
最
初
に

あ
り
、
張
本
を
も
と
に
編
ま
れ
た
明
人
の
陳
元
素
吋
名
将
伝
」
が
あ

り
、
さ
ら
に
版
本
を
も
と
に
編
ん
だ
の
が
吋
広
名
将
伝
い
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
清
代
に
道
光
刊
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
一
九
三
七

年
鴎
務
印
書
館
排
印
本
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
わ

そ
れ
で
は
、
張
本
や
陳
本
は
ど
の
よ
う
な
形
態
の
書
物
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
つ
設
問
司
文
献
社
本
一
一
…
六
六
頁
;
一
一
一
七
三
県
に
収
録
す
る
、

揚
揚
氏
の
「
山
県
道
湖
和
吋
広
名
将
伝
い

l
門
広
名
将
伝
い
点
校
本
政
」

文

の

「

、

と

是

忽

械

的

一

一

静

香

」

に

、

版

本

に

関

す

の
で
、
全
文
訳
出
し
て
お
き
た
い
。

は
、
あ
る
…
人
の

作
で
は
な
く
、
史
書
よ
り
伝
記
を
集
め
て
許
断
を
加
え
た
伝
記
の

み
物
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
王
朝
を
変
遷
し
、
数
時
代
の
人
物
を
渉

猟
し
て
お
り
、
文
人
と
武
将
が
独
力
あ
る
い
は
合
作
に
よ
り
一
編
集
、

増
補
し
、
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
毒
物
は
な
ぜ

門
広
名
将
伝
い
と
呼
ば
れ
る
の
か
。
も
と
の
吋
名
将
伝
い
の
姿
は
ど

う
な
っ
て
い
た
の
か
。
吋
名
将
低
い
の
依
拠
し
た
敢
闘
物
は
何
な
の
か
り

こ
れ
ら
の
問
題
は
本
舎
を
読
む
時
に
当
然
提
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

の
説
明

こ
れ
ら
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
読
者
が
本
書
と
地
の
本

と
の
相
違
点
を
理
解
す
る
よ
で
も
有
用
で
あ
る
む

本
書
の
淵
源
か
ら
言
え
ば
、
最
も
古
く
出
現
し
た
書
物
は
「
百
将

伝
'
一
と
い
い
、
宋
人
の
張
預
が
史
輩
出
の
各
伝
か
ら
集
め
て
成
っ
た
も

の
で
あ
る
9

張
預
、
字
は
公
立
、
東
光
の
人
で
、
詳
細
は
待
考
を
要

す
る
9

宋
代
に
は
呉
氏
族
の
侵
入
に
抵
抗
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の

警
が
編
成
さ
れ
た
こ
と
と
明
ら
か
に
関
連
す
る
q

し
か
し
、
原
書
の

宋
版
本
は
現
在
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
張
預
が
残
し
た
序
抜
類

も
残
っ
て
い
な
い
っ
北
京
図
書
館
は
明
代
早
期
か
ら
万
暦
年
間
に
か

け
て
の
こ
磁
の
諮
問
将
伝
い
に
節
評
を
な
し
た
審
物
を
所
蔵
し
て
お

丹
、
こ
れ
は
張
預
の
何
百
将
伝
い
の
大
凡
の
姿
を
保
存
し
て
い
る
。

明
早
期
の
刻
本
の
一
つ
は
、
か
比
百
将
伝
」
で
あ
り
、
吋
新
判
官
校

批
評
正
百
将
伝
」
と
金
称
し
、
東
光
張
預
公
立
集
、
東
街
趨
光
絡
克

栄
詳
、
ん
お
段
朗
自
校
応
問
ヤ
批
判
と
署
名
す
る
。
こ
れ
は
大
字
本
で
、
刻

も
装
丁
も
精
美
で
、
此
尚
一
綾
で
卦
簡
を
作
り
、
十
時
に
分
装
し
、
首
櫛

と
第
四
、
第
六
、
第
九
冊
を
欠
き
、
残
る
六
冊
が
現
存
す
る
。
各
伝

記
に
明
批
が
あ
り
、
伝
末
に
「
係
子
百
」
で
始
ま
る
小
段
の
一
許
諾
が

あ
り
、
吋
孫
子
兵
法
〕
の
文
を
引
用
し
、
人
物
の
行
跡
と
結
び
つ
け

て
評
論
す
る
が
、
ま
だ
賞
選
胞
が
後
世
に
作
っ
た
韻
文
の
断
賛
は
加
熱

い
。
許
諾
は
多
い
も
の
は
数
百
字
に
及
び
、
少
な
い
も
の
は
数
十
字
、

さ

ら

に

は

の

文

を

引

い

て

健

か

二

句

の

も

の

さ

え

も
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あ
る
。
越
光
裕
の

明

早

期

の

刻

本

を

継

示

し

た

も

の

が

で

あ

り

、

続
百
将
伝
一
許
林
い
と
称
し
、
一
堺
頁
に
「
強
陽
泉
先
生
評
」
の
制
仰
が
あ

り
、
正
文
の
前
に
、
宋
東
光
張
預
集
錦
、
明
ム
ハ
安
張
深
節
許
と
署
名

し
、
十
閣
に
分
装
し
、
保
存
は
完
全
で
あ
る
。
こ
の
本
か
ら
、
張
預

吋
十
日
将
伝
」
の
大
体
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
…
は
問
斉
太

公
(
山
口
尚
〉
な
ど
十
人
、
巻
二
は
越
宥
な
ど
十
人
、
巻
三
は
陳
湯
な

ど
十
人
、
巻
凶
は
一
土
謝
な
ど
十
人
、
株
}
五
は
朱
儒
な
ど
十
人
、
巻
ム
ハ

は
問
聡
な
ど
十
人
、
巻
七
は
謝
玄
な
ど
十
人
、
巻
八
は
子
諜
な
ど
十

人
、
巻
九
は
李
靖
な
ど
十
人
、
巻
十
は
李
光
弼
な
ど
十
人
、
最
後
は

五
代
の
州
都
側
で
あ
る
。
金
書
の
収
録
人
数
は
、
ち
ょ
う
ど
総
計
百
人

で
あ
る
。
こ
の
本
と
越
光
硲
本
が
異
な
る
の
は
、
コ
郁
子
日
」
の
川
引

用
文
と
許
諾
の
後
に
、
「
許
日
」
で
は
じ
ま
る
一
段
の
一
許
諾
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
は
越
光
裕
一
許
本
を
継
承
し

増
補
改
訂
し
た
書
物
で
あ
る
と
説
明
で
き
る
。

史
料
に
拠
れ
ば
、
張
涼
は
、
字
は
子
新
、
陽
泉
は
恐
ら
く
そ
の
号

で
あ
り
、
ム
ハ
安
の
人
で
あ
る
。
ム
ハ
安
衛
指
揮
の
官
職
を
世
襲
し
、
功

績
を
積
ん
で
参
将
に
一
余
り
、
間
江
に
前
後
十
年
駐
習
し
、
倭
寵
を
取

り
締
ま
っ
て
功
縞
を
あ
げ
、
征
蛮
将
軍
印
を
授
か
る
。
専
問
を
鎮
正

し
、
制
料
撫
を
兼
ね
施
し
、
等
い
で
南
京
都
督
を
以
て
致
仕
し
た
。
こ

の
人
は
対
内
の
用
兵
と
対
倭
の
用
兵
と
も
に
寧
功
の
あ
っ
た
戦
将
で

る。

の
経
験
を
総
括
し
、
兵
法
制
究
に
潜
心
し
、
一
長
い
年
月

を
費
や
し
て
、
出
自
将
伝
評
林
い
を
編
成
し
た
。
本
書
の
前
に
万
暦

十
一
年
(
発
未
)
、
即
ち
一
夜
八
一
一
一
年
棋
寧
子
王
宮
小
の
お
問
つ
臼
将

伝
節
評
い
引
」
が
あ
り
、
張
操
の
貢
献
を
肯
首
し
て
い
る
口
「
引
」

の
作
者
は
、
フ
臼
将
伝
い
に
つ
い
て
次
の
よ
、
つ
に
一
一
一
一
問
、
っ
。

は
レ

伝
は
宋
の
来
光
張
氏
よ
り
作
り
、
成
問
川
自
り
肪
ま
り
、
下
は
五

お

よ

お

の

お

の

季
に
述
、
ぴ
、
凡
そ
百
人
、
人
各
一
伝
、
己
事
を
取
り
て
「
孫

子
い
と
相
符
号
す
る
者
は
之
を
伝
米
に
附
す
の
故
の
薦
紳
先
生

し

た

人

の
類
を
以
て
之
を
修
諮
す
、
何
ぞ
況
ん
や
武
需
を
や
口
総
督
の

つ

猿
陽
泉
は
尊
大
人
の
倣
庵
方
岳
公
の
家
学
を
織
、
さ
、
間
つ
な
が

や
市
A
加
点
酔

ら
武
科
を
占
む
。
間
嘗
て
郎
ち
伝
中
の
大
体
に
関
す
る
無
き
者

は
節
し
て
之
を
蹴
り
、
評
す
る
に
独
見
を
以
て
す
る
な
り
。

さ
ら
に
彼
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

み
だ

節
な
れ
ば
別
ち
筒
、
簡
な
れ
ば
別
ち
准
れ
ず
。
評
あ
れ
ば
期
ち

く
ら

核
あ
り
、
核
あ
れ
ば
別
ち
崎
か
ら
ず
口
後
学
を
し
て
巻
を
一
た

し

ま

ま

み

ち

び

び
展
ぶ
ら
・
伴
め
ば
、
問
問
善
政
を
道
く
こ
と
蒼
索
を
別
つ
が
如
く
、

留
を
按
じ
て
駿
を
索
む
る
に
至
ら
ず
。
其
の
功
は
作
者
に
倍

た
と

し
て
多
く
、
誌
ん
ぞ
徒
に
駕
を
述
ぶ
る
の
み
な
ら
ん
や
。
籍
ひ

今
諸
将
の
実
を
築
括
し
て
節
な
ら
ず
簡
な
ら
ず
、
十
一
ニ
篇
の
一
許

諾
を
歴
証
し
て
評
あ
ら
ず
核
あ
ら
ざ
る
も
、
其
の
撒
り
に
し
て

立
つ
晦
な
る
弊
を
免
る
る
や
未
や
と
詩
ふ
な
り
D

あ
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ま
た
、
節
評
を
読
ん
で
、
開
閉
泉
の
で
χ
武
井
用
し
、
関
税
と
し
て

前
の
儲
将
の
嵐
あ
る
」
を
知
り
、
陽
泉
の
既
に
能
く
蓄
を
一
端
し
、
能

く
身
体
力
行
す
る
を
知
り
て
、
「
独
り
空
一
士
一
口
を
節
評
せ
ざ
る
の
み
」

と
一
言
っ
て
い
る
の
こ
れ
は
文
官
と
武
将
が
合
作
し
て
吋
百
将
伝
い
の

評
本
を
推
し
広
め
る
努
力
を
し
た
記
録
の
…
穫
で
あ
る
と
一
一
一
日
い
う
る
。

北
京
図
書
館
は
別
に
吋
十
七
史
百
将
伝
節
評
・
正
統
百
将
伝
評

林
い
と
名
づ
け
ら
れ
た
、
ヒ
述
の
張
操
節
評
本
と
間
一
の
版
本
を
所

殺
す
る
が
、
こ
れ
は
一
一
一
冊
に
分
装
す
る
の
材
料
が
他
に
あ
っ
て
何
喬

新
が
か
つ
て
吋
百
将
伝
い
を
編
一
泊
し
た
事
情
に
も
言
及
す
る
が
、
原

本
を
探
し
得
な
い
。
総
じ
て
、
こ
れ
以
前
の
明
刻
本
の
各
本
は
、
張

演
の
吋
十
日
将
伝
い
を
襲
う
名
称
と
体
例
で
あ
る
と
蓄
え
る
つ

明
の
小
中
八
幹
三
年
(
炎
亥
二
ハ
二
一
一
一
)
に
、
陳
元
素
に
よ
っ
て
ウ
H

将
伝
い
を
増
補
す
る
新
刊
本
が
出
現
し
た
。
そ
れ
は
名
将
の
収
録
人

数
が
百
人
に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
で
吋
名
将
伝
い
と
改
名
し
た
。
こ
れ

が
吋
広
名
将
伝
い
の
前
身
で
あ
る
。
賀
選
周
の
労
作
と
い
う
性
一
践
を

限
解
す
る
上
で
、
こ
の
吋
名
将
伝
い
は
斑
接
対
比
で
き
る
審
物
で
あ
る
。

隙
元
素
の
原
本
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
吋
広
名
将
伝
い
の

早
期
の
版
本
に
は
、
陳
…
冗
紫
の
「
増
補
「
百
将
伝
い
序
」
を
留
め
て

お
り
、
情
況
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
証
拠
と
な
る
。
陳
氏
の
涼
序

は
次
の

を
校
し
て
之
を
梓
し
、

ま々尚
弁
、
び
に

を
梓
せ
よ
と
謂
ふ
苧
私
か
に
丈
人
よ
り
一
向
下
の
勝
留
に

至
る
を
戒
し
と
す
る
を
怪
し
む
。
其
の
悶
に
禍
乱
の
時
有
り
、

英
雄
代
に
生
ま
れ
、
将
才
の
尚
数
を
儀
指
す
る
に
勝
へ
ず
、
寧

ん
ぞ
僅
に
此
に
止
ま
ら
ん
や
9

会
ず
須
ら
く
廿
一
史
を
橋
き
吏

ト
酢
つ

に
之
を
捜
す
べ

7
3
商
し
て
客
待
つ
能
は
ず
、
の
て
日
本
を
以

て
標
目
せ
ん
こ
と
を
講
ふ
♀
市
し
て
我
が
明
に
於
て
、
李
温
陵

江
の
縞
を
君
(
戒
ひ
は
当
に
掘
に
為
る
べ
し
)
取
し
て
柑
之
を

進
退
す
と
総
じ
て
之
に
題
し
て
「
名
将
伝
」
と
臼
ひ
、
ニ
一
一
口
は
百

に
止
ま
ら
ざ
る
な
り
つ
之
を
医
を
以
て
饗
ふ
れ
ば
、
孫
且
ハ
の
諸

篇
、
岐
佑
・
黄
帝
の
間
対
な
り
。
将
伝
は
、
一
掃
鵠
・
太
倉
の
行

事
な
り
。
此
れ
神
聖
な
り
て
、
病
を
治
す
に
未
だ
嘗
て
方
を
立

て
ず
。
涯
の
方
有
る
や
、
工
を
一
躍
ひ
人
を
殺
す
の
兵
刃
な
り
。

今
夫
の
火
牛
・
背
水
は
、
水
(
事
)
の
事
再
び
践
む
べ
け
ん
や
。

a
b

っ
L」

故
に
す
引
将
伝
い
は
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
郵
も
著
し
読
ま
ざ

る
べ
か
ら
ず
む
彼
の
馬
の
君
の
子
に
服
す
は
鑑
み
る
べ
し
。

こ
の
一
段
の
序
文
は
、
隙
元
素
と
い
う
当
時
著
名
な
文
人
が
、
兵
法

の
毒
物
と
名
将
の
伝
記
を
一
編
輯
刊
行
し
た
情
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

史
料
に
拠
れ
ば
、
際
元
素
は
明
代
の
長
洲
の
人
で
、
字
は
古
白
、

で
あ
る
つ
に
て
み
で
、
ま
た
番
砲
を
普
く
し
、
臨
は

の
体
を
宗
と
し
、
革
審
は
二
王
(
王

い
る
の
彼
は
当
時
の
文
人
と
の
交
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遊
が
非
常
に
多
く
、
て
後
、
友
人
か
ら
貞
文
先
生
と
私
識
さ
れ

て
い
る
。
彼
が
政
事
に
従
事
し
兵
を
用
い
た
事
d

跡
に
つ
い
て
の
文
字

記
載
は
焼
く
、
兵
法
と
名
将
の
伝
記
書
物
の
研
究
者
で
あ
り
編
輯
者

で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
序
」
に
は
、
彼
が
か
つ
て
自
ら
叫
武
経
」

を
校
訂
し
、
ま
た
刊
行
に
力
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
客
の
要
求
に
応
じ

て
、
急
い
で
宏
明
将
伝
」
と
改
編
し
た
と
寄
い
て
あ
る
。
ま
た
「
序
」

に
、
水
十
協
陵
江
の
一
編
に
従
い
、
明
代
の
名
将
を
掛
酌
し
て
補
っ
た
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
李
賢
の
吋
続
蔵
警
」
の
な
か
で
関
係
す
る
明
代
の

名
将
の
伝
記
部
分
か
ら
い
く
つ
か
の
材
料
を
探
し
出
し
た
こ
と
を
指

す
。
以
上
か
ら
分
か
る
の
は
、
陳
元
素
が
、
文
史
の
警
に
精
通
し
、

武
学
の
警
を
熟
知
し
、
吋
名
将
伝
い
の
体
制
の
確
立
に
貢
献
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
の
し
か
し
彼
は
実
際
の
用
兵
や
兵
事
へ
の
参
加
と

い
っ
た
経
騒
が
知
く
、
加
え
て
時
間
の
切
迫
に
よ
り
、
改
編
し
た
書

物
の
刊
行
後
、
黄
道
周
を
し
て
不
足
の
筒
所
が
少
な
く
な
い
と
感
じ

さ
せ
、
社
会
の
需
要
に
適
応
す
る
よ
う
に
再
度
加
工
す
る
こ
と
を
決

心
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
況
に
よ
り
、
吋
広
名
将
伝
〕
の
早
期
の
版
本
の
命

名
に
も
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
北
京
関
書
館
の
現
所
蔵
本
か
ら

見
る
と
、
異
な
る
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
由

一
つ
は
、
崇
禎
十
六
年
「
新
鍛
努
批
詳
注
総
断
」
本
で
、
吋
広
名

と
呼
ば
れ
る
。
二
十
巻
あ
り
、
百
七
十
数
人
の
伝
記
で
、
ム
ハ

冊
に
分
か
れ
、
黄
道
朗
読
断
の
署
名
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
新

鱗
粉
象
穿
批
詳
注
総
断
」
本
で
、
吋
広
名
将
伝
」
と
呼
ば
れ
る
。
伝

記
の
正
文
と
断
一
品
川
は
お
番
と
同
じ
だ
が
、
批
注
の
詳
略
に
差
異
が
あ

る
。
十
日
間
賞
道
昭
石
斎
注
断
、
長
洲
陳
元
素
孝
平
原
本
、
後
学
周
亮

甫
獣
埼
増
補
の
署
名
が
あ
る
む
こ
の
本
は
陳
本
の
原
序
を
増
収
す
る
。

後
部
に
ま
た
明
代
の
名
将
湯
和
、
胡
大
海
、
郭
英
、
康
茂
才
、
山
雲
、

余
子
使
、
間
金
、
胡
{
一
m
m忠
、
劉
顕
、
劉
維
な
ど
の
十
人
を
増
加
す
る
。

し
か
し
簡
略
な
伝
記
を
附
す
だ
け
で
、
評
批
が
な
く
、
ま
た
黄
道
周

が
先
の
百
七
十
人
に
書
い
た
凶
字
句
の
韻
文
の
断
賛
も
な
い
。
そ
の

断
賛
は
黄
道
周
の
労
作
の
な
か
で
最
も
特
色
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

体
例
が
向
じ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

T
A
名
将
伝
い
に
対
す
る
完
全

に
整
っ
た
著
述
と
し
て
の
増
補
と
は
見
な
せ
ず
、
た
だ
附
録
材
料
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
本
と
山
中
間
禎
十
六
年
本
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
特
色

は
二
十
一
帽
の
木
刻
人
物
図
を
附
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
問
題

が
あ
る
の
が
十
八
帽
で
、
二
一
縮
は
画
題
が
欠
け
て
い
る
。
後
学
に
よ

っ
て
材
料
が
補
わ
れ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
た
と
え
書
物
の
前
部
に

用
い
ら
れ
る
も
の
が
崇
禎
十
六
年
の
原
序
で
あ
っ
て
も
、
お
そ
ら
く

黄
道
周
が
殺
害
さ
れ
た
後
の
刻
本
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
点
校
者
(
孟
ば
)
が
依
拠
す
る
「
海
山
仙
館
叢
晶
一
一
回
」
一
所
収

本
は
、
清
の
道
光
二
十
七
年
(
丁
未
一
八
四
七
)
に
、
清
の
宗
宮
本
で

荷
卑
使
者
で
あ
っ
た
者
英
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
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れ

に

は

者

英

の

「

新

錦

序

」

が

あ

り

、

こ

の

書

物

を

刻
印
し
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
背
(
石
斎
の
原
本
を
重
視
し
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
か
つ
越
恰
山
・
鴻
徳
余
聞
が
参
加
し
て
章
一
刻
を

準
備
し
、
本
書
を
吋
海
山
仙
館
叢
書
い
に
納
め
た
い
き
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
、
古
代
と
清
代
と
の
軍
事
情
勢
は
、

「
同
じ
く
し
て
奥
な
る
者
有
り
、
異
な
り
て
閉
じ
き
者
有
り
」
、
「
古

な

づ

な

い

が

し

ろ

に
泥
む
者
は
智
か
ら
ず
、
古
を
蔑
に
す
る
者
は
法
無
し
」
と
考
え
、

本
書
の
名
将
伝
は
ま
さ
に
「
其
の
伝
ふ
べ
き
に
由
り
て
以
て
其
の
伝

は
、
ざ
る
を
惜
る
」
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
よ
う
提
起
し
て
お

り
、
十
分
な
見
識
が
あ
る
の
こ
の
こ
と
は
黄
道
府
の
労
作
の
成
果
が
、

こ
の
時
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
物
語
る
の

間
治
年
間
に
な
る
と
、

こ
れ

を
編
輯
し
た
の

(
庚
午
一
八
七

O
)
に
寄
い
た
序
が

に
上
述
し
た
幾
つ
か
の
書
物
に
つ
い
て
、

殻
ん
で
案
ず
る
に
、
日
…
産
・
兵
家
'
将
苑
い
一
巻
は
、
町
本

に
諸
務
武
侠
撰
と
趨
す
り
吋
百
将
伝
い
…
古
巻
は
、
宋
の
張
預

の
撰
な
り
の
コ
ム
名
将
均
一
目
什
七
樹
は
、
撰
人
の
姓
氏
を
著
さ
ず
。

は
太
公
に
始
ま
り
、
劉
部
に
終
る
。
ト

を
以
て
之
に
比
合
し
、

及
び

;
}
:
 

来日制一ヌ九ぃ

は
別
ち
又
坊

時
併
の
依
託
に
し
て
、
三
蓄
は
均
し
く
存
自
を
列
す
る
も
、
未
だ

替
を
尽
く
す
と
称
へ
ず
。
(
傍
線
訳
者
)

と
述
べ
て
い
る
c

ま
た
後
部
に
は
、
編
者
自
身
が
練
兵
の
た
め
に
、

吋
苔
将
函
伝
い
を
一
編
し
て
、
「
軍
人
を
し
て
原
に
投
ず
る
の
余
暇
を
以

て
、
転
た
相
講
説
せ
し
む
」
と
説
明
す
る
。
そ
の
実
、
明
代
に
一
編
さ

れ
た
類
似
の
審
物
、
た
と
え
ば
明
刻
設
内
史
将
略
」
十
六
巻
、
劉
畿

輯
な
ど
の
よ
う
に
、
彼
(
丁
目
高
)
が
提
起
し
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
。
彼
は
す
で
に
門
広
名
将
諮
」
な
ど
を
提
起
す
る
が
、
門
高
将
伝
い

の
巻
数
は
現
存
本
と
異
な
る
つ
人
が
数
え
た
巻
数
に
は
出
入
り
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
つ
彼
が
限
に
し
た
吋
将
苑
」
及
び
吋
広
名
将
諮
い
は
、

存
自
か
、
坊
障
か
ら
出
版
さ
れ
た
簡
本
、
ま
た
は
残
本
か
で
あ
り
、

そ
の
本
も
賀
選
周
の
姓
氏
を
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
彼
の
か
臼
将

関
伝
い
は
、
や
は
り
r

こ
れ
ら
の
書
物
の
影
響
を
受
け
て
編
成
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
つ

民
間
に
な
る
と
、
近
人
の
新
一
綿
門
中
国
名
将
伝
」
の
ほ
か
、
北

京
に
「
づ
広
字
と
名
の
る
者
が
、
黄
道
回
仰
が
吋
広
名
将
伝
い
の
中
で

百
七
十
数
名
の
名
将
に
対
し
て
作
っ
た
髄
文
の
断
賛
の
文
字
を
鞘

録
し
て
…
冊
に
仕
え
て
、
吋
小
沢
学
叢
世
間
い
の
一
種
に
列
し
た
の
輯
者

は
「
小
:
引
」
で
、
被
が
読
ん
だ
の
は
ま
さ
し
く
つ
向
山
仙
館
叢
書
い

本
の
叫
ん
偽
名
将
伝
~
で
あ
る
と
諮
っ
て
い
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
断
賛

は
、
「
各
名
将
の
名
を
立
て
功
を
成
す
の
子
て
、

て
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と
甚
だ
備
は
り
、
河
川
つ
均
し
く
韻
認
を
属
し
、
尚
一
副
習
に
使
な
り
つ

L
4
う

も

そ

ら

十
一
心
存
り
て
将
為
ら
ん
と
す
る
者
、
仰
し
細
か
に
之
を
蝋
ん
ず
れ
ば
、

必
ず
得
る
有
る
な
り
」
と
考
え
て
い
る
。
今
日
の
文
献
を
利
用
す
る

角
度
か
ら
見
れ
ば
、
将
た
る
者
と
将
な
ら
、
ざ
る
者
と
、
異
点
レ
ベ

ル
で
す
べ
て
そ
の
中
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
が
全
説
文
で
あ
る
が
、
審
物
の

う
に
な
る
。

①
宋
・

(
字
は
公
立
、
東
光
の
人
)

戸
、
円
之
、
ト
-
ぽ

l
o
z叉
訂
ミ
、
ノ
ニ
ヘ
4
1己
十
J
h

丁
、
松

γ

。

よ
μ4斗
ペ
セ
寸
ノ
川

2
7
σ
よ
μ品
目
口
ト

hHJ2F

②
明
・
趨
光
裕
(
字
は
克
栄
、
東
市
の
人
)

の
よ

十
叩
)
六
冊
現
存
。

明
早
期
刻
本
。
腐
批
あ
り
。
各
伝
末
に
「
孫
子

の
許
諾
あ
り
。
組
光
裕
の
伝
記
は
不
詳
Q

①
明
・
張
涼
(
字
は
子
新
、
号
は
陽
泉
、
六
安
の
人
)
節
評

吋
正
続
百
将
伝
評
林
い
十
冊
。
十
巻
。
完
本
。
北
京
図
書
館

載
。
越
光
裕
一
計
本
を
継
承
し
増
補
改
一
部
。
万
膳
十
一
年
(
笑
未

一
五
八
…
一
一
)
概
寧
子
王
宮
小
の
「
銀
吋
百
将
伝
節
評
』
引
」
あ
り
。

「
孫
子
日
」
の
許
諾
の
後
に
「
評
日
」
の
評
語
あ
り
。

④
明
吋
十
七
史
百
将
伝
節
評
・
正
続
百
将
伝
評
林

北
京
阪
番
錨
蔵
。
③
と
向
一
本
。
何
喬
新
編
訂

及
す
る
が
伝
来
せ
ず
9

寸

A
A
L
L
+品
、

1
1
P
A
p
a
u
y
 

①
明
・

で
あ
る
。一長
洲
の
人
)

(
焚
亥
二
八
二
一
一
一
)
刊
本
。
伝
来
せ
ず
。

を
増
都
改
名
品
⑤
b
に
陳
元
素
の
「
増
補
事
日
将

あ
り
司

(
二
系
統
あ
り
)

「
新
鋭
品
川
批
詳
注
総
断
」
本

い
。
二
十
巻
町
百
七
十
数
人
の
伝
記
。
ム
ハ
冊
本
o

b

「
新
鋭
誘
象
芳
批
詳
注
総
断
」
本

「
広
名
将
伝
い
。
伝
記
の
正
文
と
断
語
は

a
に
同
じ
。
批
注
の

詳
略
に
差
異
、
あ
り
9

陳
本
の
原
序
を
収
め
る
。
明
代
の
十
人

を
増
加
す
る
が
、
簡
略
な
伝
記
の
み
で
断
賛
も
な
い
。
一
一
十

帽
の
木
刻
人
物
関
を
附
す
。
昔
(
道
周
殺
害
後
の
刻
本
。

(3) 

・
米
・
吋
四
庫
金
書
い
一
所
収
「
広
名
将
詩
十
七
巻
」

*
吋
海
山
仙
鈍
叢
堂
開
〕
所
収
「
広
名
将
~
と

清
一
道
光
二
十
七
年
(
了
来
一
八
四
七
)
。
者
英
刊
行
。
者
英

「
新
銑
「
広
名
将
伝
い
序
」
あ
り
。

*
吋
武
学
叢
意
関
』
所
収
吋
広
名
将
伝
い
北
京
・
弓
広
字
の
輯
録
。

⑦
清
・
了
自
畠
編
輯
吋
十
日
将
図
伝
同

李
鴻
章
序
(
悶
治
九
年
、
庚
午
一
八
七

O
)
あ
り
。

① 
1:円a 
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③
民
間
関
・
近
人
新
一
綿

Zj題
名
将
伝
」

以

上

か

ら

、

と

崇

禎

十

六

年

利

吋

広

吉

将

伝

〕

(

鏑
忠
一
刀
批
詳
川
町
総
断
広
名
将
諮
い
)
は
、
間
一
本
(
正
確
に
は
二
系
統

の
一
本
)
で
あ
り
、
崇
禎
十
六
年
刊
十
冊
総
装
本
(
個
人
蔵
)
の
吋
広

部
将
伝
い
は
吋
広
名
将
譜
い
で
あ
り
，
、
冊
数
が
異
な
る
が
、
①

a
系

統
の
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
り

一
}
一
、
「
広
名
将
伝
い
の
原
文
例

本

稿

で

は

、

の

原

文

全

て

を

読

む

こ

と

は

不

可

能

ηd且
J
V
よ
-
4〆

で
あ
る
の
で
、
鑑
か
に
巻
…
欝
頭
に
収
め
る
「
呂
尚
」
か
ら
、
そ
の

全
文
と
「
断
」
お
よ
び
「
批
注
」
を
一
例
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

F4f 

原
文
中
の
〔
)
が
黄
道
閣
の
批
注
で
あ
る
。

は

ほ

と

り

日
尚
者
、
東
海
の
上
の
人
な
り
、
本
姓
は
菱
、
其
の
先
祖
の
呂

に
封
ぜ
ら
る
る
に
従
ひ
、
故
に
品
尚
と
名
づ
く
。
字
は
子
牙
0

3
レ
よ
ろ
J

尚
は
経
天
線
地
の
才
を
抱
き
、
営
問
て
著
し
て
士
ハ
総
」
有
り
、

つ
ぶ
さ
備
に
陰
陽
を
一
一
一
回
ひ
、
以
て
兵
警
の
祖
為
り
。
時
に
街
討
の
暴

虎
に
値
ひ
、
避
け
て
東
海
の
浜
に
唐
す
っ
石
磯
に
坐
し
、
釣
献

を
量
る
。
餌
釣
を
設
け
ず
、
鈎
を
出
、
げ
ず
口
〔
己
に
仁
義
の
兵

法
を
寓
す
。
〕
毎
に
一
一
一
回
ふ
に
、
「
魚
黙
を
釣
ら
ず
、
独
り
王
侯
を

釣
る
」
と
。
人
多
く
之
を
笑
ふ
口
問
窮
し
て
老
ゆ
り
国
的
の
緊

に
し
て
蕃
く
老
を
養
ふ
を
開
き
、
遂
に
往
き
て
婦
る
。
岐
川
に

ゆ
也
ル
》

入
り
、
復
た
鰭
渓
の
上
に
釣
る
。
西
伯
を
子
め
ん
と
欲
す
る
に
、

西
伯
は
麦
豊
島
り
帰
る
。
憂
ひ
て
将
に
猟
に
出
で
ん
と
す
。
命

じ
て
獲
る
所
有
る
や
否
や
を
ト
す
。
ト
す
者
自
く
、
「
獲
る
一
前

み

づ

ち

ひ

ぐ

ま

は
寵
に
非
ず
影
に
非
ず
、
虎
に
非
ず
罷
…
に
非
ず
、
乃
ち
王
覇
の

た
す
け
輔
な
ち
」
と
。
西
伯
喜
び
て
猟
す
。
果
た
し
て
太
公
に
潟
の

楊
に
遇
ひ
、
与
に
誇
り
、
大
い
に
悦
び
て
日
く
、
「
吾
が
先
君

太
公
嘗
て
日
ふ
、
「
当
に
聖
人
の
閣
を
興
す
有
る
べ
し
」
と
。

子
は
其
れ
是
れ
な
る
か
っ
太
公
の
子
を
望
む
こ
と
久
し
」
と
。

故
に
又
号
し
て
「
太
公
望
」
と
臼
ふ
。
載
せ
て
与
に
倶
に
帰
る
。

時
に
年
八
十
有
こ
な
り
。
立
て
て
軍
師
と
為
す
。
教
へ
を
諮
ひ
、

mm

太
公
対
へ
て
日
く
、
「
留
を
為
す
に
一
ニ
策
有
ワ
、
天
を
敬
ひ
誌

に
勤
め
賢
に
親
し
む
の
み
」
と
。
〔
兵
法
己
に
此
に
尽
く
。
〕
沼

L
ょ
う

伯
之
を
善
し
と
し
、
尚
と
絵
に
謀
り
徳
を
修
め
以
て
諸
政
を
傾

本
山
は

け
ん
と
す
2

其
の
事
、
権
謀
と
秘
計
多
し
。
〔
徳
は
尚
敢
て
明

さ
'O

ら
か
に
修
め
ざ
る
も
、
事
政
ん
に
至
る
。
〕
「
詩
」
に
文
主
の
密

じ

ゅ

う

と

た

(
密
須
)
を
伐
ち
、
山
崎
引
を
伐
つ
を
紘
ふ
る
は
、
皆
太
公
の
謀
な

り
つ
是
の
時
、
天
下
一
一
一
分
し
一
一
を
有
す
。
西
伯
、
事
段
ん
に
し

て
改
め
ず
9

武
主
の
位
を
嗣
ぐ
に
造
り
、
対
は
王
子
の
比
千
を

い
よ
い
よ

殺
し
、
箕
子
を
凶
に
し
、
其
の
悪
愈
甚
だ
し
。
武
王
方
に

の
業
を
楼
め
、
太
公
を
尊
び
、
「
師
尚
父
」
と
為
す
D

鷹



揚
と
し
て
東
伐
す
る
に
、
太
公
凶
り
て
左
に
黄
鋭
を
杖
し
、

そ
う
じ

に
白
施
を
乗
り
、
以
て
衆
に
誓
ひ
て
日
く
、
「
蒼
冗
よ
蒼
冗
よ
、

お
く

爾
の
衆
庶
と
磁
の
舟
揖
と
を
総
べ
よ
、
後
れ
て
主
る
者
は
斬
ら

ん
」
と
。
遂
に
兵
を
盟
津
に
観
す
日
諸
侯
期
せ
ず
し
て
会
す
る

者
八
百
閣
、
皆
「
材
は
伐
つ
べ
き
な
り
」
と
日
ふ
口
武
主
之
を

ト
し
、
亀
兆
は
「
不
士
と
な
り
。
風
間
暴
に
主
り
、
群
公
尽
く

懐
る
。
武
主
選
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
太
公
力
め
て
之
に
強
ふ
。

遂
に
前
ん
で
商
に
克
つ
。
既
に
し
て
闘
に
克
ち
、
武
王
遂
に
師

尚
父
を
斉
に
詩
、
ず
。
故
に
後
の
兵
を
一
一
一
一
口
ふ
者
、
皆
太
公
の
士
ハ

桁
」
を
宗
と
し
本
謀
と
為
す
D

断
に
日
ふ
。

太
公
尚
父
、
諒
王
の
締
な
り
D

漁
猟
し
以
て
帰
り
、
穏
を
修
め

は
か
り
ご
と

武
を
用
ふ
。
学
は
陰
陽
を
撹
に
し
、
稲
は
竜
虎
を
分
つ
。
賀

誠
自
施
、
之
を
擁
ふ
こ
と
巌
の
如
し
。
商
残
を
伐
ち
取
り
、
周

一
日
を
開
き
篤
く
す
。
後
世
兵
を
談
じ
、
之
を
宗
と
し
祖
と
為
す
。

ほ

ほ

百

v~記
い
斉
太
公
世
家
に
見
え
る
文
章
を
引
用
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
「
断
」
文
と
〔
巳
に
仁
義
の
兵
法
を
寓
す
。
〕
〔
兵
法
己
に

な

ほ

さ

か

此
に
尽
く
。
〕
〔
徳
は
潟
敢
て
明
ら
か
に
修
め
ざ
る
も
、
事
殿
ん
に
至

る
。
)
の
「
批
注
」
は
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

問
、
執
筆
の
動
機

の
巻
頭
を
飾
る
黄
道
周
「
原
序
」
全
文
は
次
の
よ

名
将
一
武
の
為
に
し
て
設
く
る
な
り
。
既
に
武
の
為
に
し

て
設
く
る
と
き
は
、
則
ち
名
将
中
の
知
勇
の
在
る
所
、
夫
の
正

の
正
為
る
、
奇
の
奇
為
る
と
、
必
ず
明
明
に
点
醗
し
、
細
川
制
に

的
出
し
、
披
閲
の
者
を
し
て
、
一
覧
し
て
前
人
の
用
意
を
知
り
、

以
て
後
人
の
用
意
を
発
す
る
こ
と
を
得
借
し
て
、
方
に
骨
一
回
を
著

す
の
大
義
に
塊
ぢ
ず
。
備
し
纂
修
に
識
加
盟
…
く
、
祇
だ
繁
文
を
輯

が
~Lι

し
、
反
て
精
要
を
遺
さ
ば
、
縦
ひ
三
た
び
章
編
を
絶
っ
と
も
、

武
に
於
て
何
の
益
あ
ら
ん
口
此
れ
旧
本
の
重
軽
す
る
に
足
ら
ざ

る
所
以
な
り
む
当
今
武
を
重
ん
じ
、
英
傑
群
興
し
、
壇
に
登
り

夫、?し

rま
h
制

て
日
月
を
魔
き
、
箸
を
借
り
て
風
雲
を
談
ぜ
ん
こ
と
を
患
は

ざ
る
莫
し
。
妙
用
は
一
心
に
在
り
と
日
ふ
と
離
も
、
何
ぞ
古
を

学
ぶ
に
至
ら
ん
や
。
然
れ
ど
も
事
に
必
ず
閤
有
り
、
機
は
須
ら

く
触
る
る
を
待
つ
べ
し
む
若
し
前
人
の
己
然
の
妙
用
を
窺
は
ざ

れ
ば
、
何
を
以
て
吾
、
心
の
将
然
の
機
を
発
し
、
宜
し
く
陣
中
の

勝
算
を
為
す
べ
き
や
む
此
を
以
て
、
名
将
の
一
書
、
武
を
用
ゐ

る
者
の
朝
夕
に
離
る
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
な
り
。
割
引
タ
に
離

る
る
べ
か
ら
ず
し
て
之
を
按
ず
る
に
疋
と
し
て
穀
脈
無
く
、
又
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い
づ
く

立
つ
錯
落
多
端
な
れ
ば
、
出
一
m
平
J

ん
ぞ
可
な
ら
ん
の
図
り
て
取
り

て
制
に
之
を
較
べ
、
其
の
繁
文
を
去
り
、
其
の
精
袈
を
出
だ
し
、

再
び
妙
に
入
り
券
に
批
し
、
疑
ひ
有
ら
ば
註
を
爽
み
、
又
総
じ

て
其
の
知
勇
の
在
る
一
加
を
断
結
す
り
の
て
走
れ
此
の
百
数
の
英

雄
と
臨
も
、
祇
だ
一
た
び
洗
髪
を
経
て
、
初
日
精
神
皆
紙
上
に

躍
耀
た
る
を
党
ゆ
る
の
み
に
し
て
、
之
を
覧
る
者
を
し
て
会
心

点
苦
し
て
、
兵
家
の
正
の
正
為
る
こ
と
此
の
如
く
、
寄
の
奇
為

る
こ
と
此
の
如
く
、
奇
正
の
変
動
の
窮
む
る
加
熱
き
こ
と
も
亦
た

此
の
如
、
き
を
情
ら
し
む
η

即
ち
衆
を
用
ゐ
る
こ
と
如
何
、
中
非
を

用
ゐ
る
こ
と
如
何
、
巧
久
し
て
如
何
、
拙
速
し
て
如
何
と
す
る

ニー一れ

に
五
り
て
は
、
胸
中
に
了
了
た
ら
ざ
る
莫
し
。
加
し
て
諸
を
左

右
に
玖
り
、
出
で
て
戎
を
総
べ
し
め
ば
、
自
ら
百
戦
百
勝
に
し

て
、
孫
'
阻
ハ
に
伯
仲
し
て
復
た
多
く
譲
ら
ず
、
誠
に
武
を
用
ゐ

い
る
の
先
資
な
り
。
寄
成
り
、
謹
ん
で
首
に
弁
す
n

時
に
、
山
円
滑

は
じ

禎
突
未
仲
春
、
十
口
問
の
黄
道
関
石
斎
潜
め
て
題
す
。

…
禎
焚
未
(
十
六
年
一
六
間
一
一
一
)
一
一
一
丹
に
、
黄
道
館
は
故
郷
の
埠

浦
北
山
に
帰
り
慕
を
守
っ
て
い
る
。
こ
の
年
は
明
朝
崩
壊
の
前
年
、

黄
道
路
の
没
年
一
二
年
前
に
当
た
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
と
貫

道
胞
の
生
涯
を
、
執
築
動
機
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
吊

で、

る
も
の
だ
け
で
も
、

~文
、録
さ
れ

令

明

義

朗

巻

」

、

、

内

坊

記

集

伝

二

巻

知

春

秋

開

業

一
巻
』
、
お
問
中
山
伝
集
伝
田
巻
町
一
律
問
打
集
伝
二
巻
〕
、
吋
春
秋
挟
一
巻
』
、

244経
集
伝
四
巻
』
以
上
経
部
、
「
格
壊
一
開
業
十
八
巻
町
吋
広
名
一
将
諮

十
七
巻
可
吋
一
一
一
易
潤
竣
十
六
巻
』
以
上
子
部
、
「
商
習
秋
思
一
巻
」

以
上
集
部
の
十
一
二
種
を
数
え
る
ョ
こ
れ
ら
の
著
述
と
比
較
す
る
と
、

ロ
ム
名
将
伝
}
(
吋
広
名
将
諮
十
七
巻
」
)
は
必
ず
し
も
黄
道
局
の
最
重

要
の
審
物
で
は
な
い
と
患
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
「
学
術
性
と
普
及

性
の
結
合
に
よ
り
、
ま
た
本
書
の
編
成
と
明
末
の
激
烈
な
変
動
時
期

の
社
会
的
需
要
と
の
密
接
さ
に
よ
り
、
本
書
の
流
伝
と
影
響
は
他
時
一
一
日

九ハむ句

を
圧
倒
す
る
著
作
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

一
方
、
荷
揚
寄
十
三
種
以
外
に
、
黄
道
関
の
全
集
立
民
滞
浦
集
い

の
巻
一
一
一
十
四
に
「
強
畜
前
続
上
・
下
」
、
巻
…
一
一
十
五
に
「
強
引
前
後
一
編
」

な
る
雑
著
が
あ
る
。
撚
院
は
忠
臣
の
意
、
玄
関
は
留
め
る
意
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
忠
臣
の
伝
記
を
穏
め
た
文
章
の
意
に
解
せ
る
。
明
人

三
十
人
を
収
め
る
「
強
畜
後
編
」
と
、
吋
広
名
将
伝
」
巻
十
八
の
明

人
十
一
人
お
よ
び
巻
十
九
の
明
人
二
十
六
人
と
を
比
較
す
る
と
、
重

複
す
る
の
は
子
謙
と
干
一
暢
別
だ
け
で
あ
る
。
一
つ
だ
け
は
っ
き
り
一
一
一
一
問

え
る
の
は
、
「
故
高
後
編
」
の
最
後
に
記
す
「
野
崎
撰
(
詩
芽
・
字
国

裳
と
に
は
、
野
氏
の
(
〈
崇
禎
)
坤
申
(
一
六
四
四
)
二
月
之
琉
」

が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
畿
斎
後
一
綿
」
の
方
が

{
勺

I
〕

よ
M

ソ
殺
に
完
成
し
た
文
章
で
あ
る
点
で
あ
る
む
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一
向
撃
と
も
文
武
阿
部
か
ら
忠
臣
の
伝
記
を
執
策
す
る
こ
と
を
い
枯
仲
間

し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
吋
広
名
将
伝
い
を

よ
り
正
確
に
現
解
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
「
畿
南
前
後
一
編
」
と
比

較
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

注(
]
)
注
断
の
と
は
、
「
穿
批
詐
注
」
を
い
.
ぃ
、
「
断
」
と
は
、
「
断

日
」
以
下
に
記
す
間
一
一
一
一
口
句
の
宗
ど
文
を
さ
す
。
但
し
帯
日
文
献
社

本
に
は
「
穿
批
詐
注
」
が
な
い
。
な
お
、
明
代
以
前
は
「
註
」
よ
れ
ソ

ウ
同
」
と
書
く
の
が
普
通
で
あ
る
。

(
2
)
張
慧
剣
編
著
吋
明
博
江
蘇
文
人
年
表
い
(
よ
海
古
籍
出
版
社
)
に

陳
先
ん
一
一
棋
の
記
載
が
一
一
一
件
見
え
る
の

万
麿
三
十
九
年
l

陳
一
冗
索
、
在
練
川
舟
中
、
作
間
接
関
。

天
啓
一
兆
年
i

山
東
了
耀
充
、
此
際
在
江
潟
、
与
太
倉
越
箆
光
、

一
長
洲
陳
元
索
、
華
十
μγ
徐
字
逮
等
締
交
。

崇
禎
一
一
一
年

i
練
元
素
、
作
間
一
部
鶴
巻
。

ま
た
郭
味
築
編
吋
宋
元
明
清
書
画
家
年
表
い
(
人
民
美
術
出
版
社
)

に
記
載
が
八
件
あ
る
。

万
一
勝
一
一
一
十
四
年
l

娘
一
冗
索
、
応
郷
試
不
第
。

万
暦
…
…
…
十
七
年
l

陳
冗
索
、
作
暴
蔚
図
。

万
暦
一
一
…
十
八
年

l
陳
冗
索
、
作
墨
蔚
殴
9

万
潜
…
一
一
十
九
年
i
保
元
索
、
在
練
川
舟
中
、
作
廊
。

万
暦
四
十
三
年
i
陳
元
素
為

一h
持
四
十
七
年

i
際
冗
素
、
作
器
開
請
。
故
宮
蔵
。

故
宮
蔵
。

山崎市禎一一

(3)
叫

聞

い

障

は

、

「

撰

人

の

名

氏

を

著

さ

ず

。

巻

蓄

に

黄
一
道
局
設
断
と
題
す
の
前
に
崇
禎
炎
未
の
道
局
の
序
有
り
。
即
ち
旧

本
は
、
其
の
繁
丈
を
廷
り
、
其
の
精
袈
を
出
だ
し
、
妙
に
入
り
砦
に

批
し
、
疑
ひ
有
ら
ば
註
を
爽
み
、
又
総
じ
て
其
の
知
勇
の
在
る
一
所
を

断
結
す
と
称
す
り
…
初
出
背
中
ム
芥
随
に
し
て
、
決
し
て
道
胞
の
手
よ
り
出
で

ず
よ
と
記
す
c

(
4
)
崇
禎
十
六
年
刊
本
(
個
人
蔵
)
の
原
文
と
番
目
文
献
出
版
社
本
と

で
は
文
字
に
若
干
の
m共
同
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
に
従
う
。

(
ら
)
前
控

4
に
問
じ
。
な
お
寄
宿
文
献
出
版
社
本
は
末
文
を
「
崇
禎

十
六
年
、
歳
在
奨
来
、
樟
浦
貫
道
周
お
粛
序
。
」
に
作
る
。

(6)
響
日
文
献
出
瓶
社
本
一
…
一
六
五
頁
の
指
摘
に
よ
る
。

(7)
荘
起
健
婦
吋
埠
浦
黄
先
生
年
譜
い
巻
上
の
山
中
間
禎
七
年
の
頃
に
、
「
先

生
、
経
を
談
ず
る
の
余
、
援
巌
人
に
史
を
読
む
こ
と
を
勧
む
。
嘗
て

歴
代
の
史
中
に
於
て
、
模
自
り
宋
迄
の
十
二
人
を
取
り
、
人
自
ら
伝

を
為
し
、
二
伝
も
て
巻
を
為
す
c

毎
巻
各
の
行
事
を
以
て
相
比
し
、

刊
誌
畜
前
編
い
と
臼
ふ
。
其
の
舗
は
、
別
ち
諸
葛
侯
を
苦
と
し
、
而

し
て
都
侯
に
終
る
3

偲
一
応
れ
以
て
先
生
の
微
意
の
存
す
る
所
を
窺
ふ
べ

き
な
り
。
又
明
輿
h

り
て
以
来
を
取
り
、
楊
文
貞
部
下
、
二
十
四
人
を

得
、
附
見
す
る
所
の
者
若
干
入
、
宗
主
間
後
一
編
い
と
自
ふ
。
」
と
あ
る

が
、
前
後
一
端
の
執
筆
お
よ
び
完
成
に
ズ
レ
が
あ
る
と
考
え
る
9

(
大
東
文
化
大
学
)
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